










　The area around Gamo 4-chome in Joto ward of Osaka City is locally referred to as 
Gamoyon. Since 2008, the area has seen an increased number of restaurants opening 
in renovated kominka （old private townhouses）. Starting in 2012, to promote the 
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business community. By hosting these bar events, the participating restaurants have 
developed closer connections with each other, resulting in the planning and holding of 
roving-events in addition to the bar events. The purpose of this paper is to understand 
the dynamic processes enabling these activities and to serve as a reference for 
stimulating revitalization activities in other regions.
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きイベントであるとしている。参加者は，例えば「函館西部地区バル街」では， 1 冊 5 枚











































































































づき行政区域別人口密度でみると大阪府内で 1 位，全国でも 4 位に位置する（表 1 ）。大阪







　研究方法は以下のとおりである。2019年 9 月 8 日に，一般社団法人がもよんにぎわいプ
ロジェクトにヒアリングを行い，古民家再生の取組みや「がもよんばる」の実施経緯を把
握するとともに，現地に同行いただき，再生古民家の状況やプロジェクトの取組みを調





















1 城東区 164,697 19,653.6 豊島区 291,167 22,380.2
2 阿倍野区 107,626 17,997.7 中野区 328,215 21,052.9
3 東成区  80,563 17,745.2 荒川区 212,264 20,892.1
4 西区  92,430 17,740.9 台東区 198,073 19,591.8























知ってもらい，リピーターになってもらうことであった。第 1 回以降は，2013年 3 月に第
2 回を参加42店舗で，同年 9 月に第 3 回を参加38店舗で，2014年 7 月に第 4 回を参加32店
舗で，2015年11月に第 5 回を参加35店舗で，2016年11月に第 6 回を参加36店舗でそれぞれ
開催している（表 3 ）。第 4 回のみ缶バッジ方式で，それ以外は 5 枚綴りのチケット制で




1 IL CONTINUO イル コンティヌオ 蒲生 3 丁目 4 -20 イタリアン（コース）
2 洋食ボストン 蒲生 4 丁目16-12 ハンバーグ
3 イタリアンバール ISOLA 今福西 1 丁目 5 - 1 イタリアンバル
4 うちげの魚 安来や 蒲生 4 丁目21-14 海鮮料理
5 cafe bar 鐘 の 音 -kane no ne- 蒲生 4 丁目 7 -14 カフェバー
6 焼きたてパン R&B 蒲生 4 丁目 7 -14 パン
7 琉球鉄板食堂 Magara 蒲生 4 丁目20- 4 沖縄料理
8 TONAI atil 今福西 1 丁目 6 - 1 美容室
9 cafe de GAMOYON 蒲生 4 丁目20- 4 カフェ
10 韓 non 蒲生 4 丁目11- 3 韓国料理
11 炭火焼鳥専門店 たづや 蒲生 4 丁目15-13 焼鳥
12 Pizzeria e Trattoria Scuore 蒲生 4 丁目21-21 ピザ
13 ハーブティーと香りのお店 &shu 蒲生 4 丁目11- 2 ハーブティー・アロマ
14 蒲生庵 草薙 蒲生 4 丁目10− 5 日本料理
15 マニアック長屋 蒲生 4 丁目 9 -18 雑貨・アトリエ
16 割烹 かもん 蒲生 4 丁目16- 6 割烹
17 蒲生中華 信 今福西 1 丁目 6 -25 中華料理
18 蒲生おでん 笑月 wazuki 今福西 1 丁目 6 -26 おでん
19 真心旬香 色 今福西 1 丁目 5 -12 創作和食料理
20 トミヅル蒲生四丁目店 今福西 1 丁目 6 -21 焼肉・ホルモン鍋
21 宿本陣 蒲生 蒲生 4 丁目 7 -18 宿泊施設
22 八百屋食堂 まるも 蒲生 4 丁目21-17 八百屋・食堂
23 宿本陣 幸村 蒲生 4 丁目 7 -18 宿泊施設




すように，「がもよんばる」は第 7 回を最終回としている（図 5 ）。第 7 回では，和田氏の
会社がOsaka Metro蒲生四丁目駅だけでなく， 1 つ隣の今福鶴見駅周辺でもリノベーショ
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元で2007年からcafé & food LDKを営んできた小山ゆうこ氏に協力を求めた。小山氏は
「がもよん」出身で，中学の同級生とcafé & food LDKを共同経営している女性オーナー





























降，毎年 1 回暑い時期開催している。2015年 8 月に第 2 回を参加32店舗で，2016年 8 月に
第 3 回を参加34店舗で，2017年 8 月に第 4 回を参加39店舗で，2018年 9 月に第 5 回を参加












　第 1 回の開催以降，毎年 1 回ハロウィンの時期に開催されている。2016年10月に第 2 回
を参加15店舗で，2017年10月に第 3 回を参加31店舗で，2017年10月に第 4 回を参加31店舗
で，2019年10月に第 5 回を参加33店舗でそれぞれ開催しており，参加店舗数は年々増加傾














が 1 日であることから，開催期間を約 1 週間として，誰でもが楽しめるものとするため，
テーマを「肉」としている。第 1 回の開催以降，毎年 1 回開催している。2017年 3 月に第






















　第 1 回の参加飲食店数は40店舗であった。第 1 回開催以降，毎年１回開催している。
2016年11月に第 2 回を参加30店舗で，2017年11月に第 3 回を参加27店舗で，2017年11月
に第 4 回を参加21店舗で，2019年11月に第 5 回を参加27店舗でそれぞれ開催している（図














写真 4 　「がもよんフェス」の会場の １ つとなった中岳氏がオーナーの
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